
卒業研究の現状とこれから

“真のプロレス”とは？



研究内容・動機

プロレスの人気が低下している

プロレスの面白さを多くの人に知ってもらいたい

・プロレス界の現状はどうなっているのか？

・これからどうなっていくか？



プロレス界の現状

・観客動員数 (東京ドーム)
観客動員数
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興行数は増加観客動員数は低下

…？人気が低下している



プロレス界の現状

1.全日本プロレス
2.大日本プロレス
3.全日本女子プロレス
4.大阪プロレス
5.AtoZ
6.KAIENTAI-DOJO
7.新日本プロレス
8.DRAGON GATE
9.東海プロレス
10.WJプロレス
11.IWAジャパン
12.PvvC
13.ZERO-ONE
14.NOAH
15.華☆激
16.みちのくプロレス
17.GAEA JAPAN

18.国際プロレス
19.JWP女子プロレス
20.プロレスリング・ナイトメアー
21.DDT
22.NEO
23.ダリアンガールズ
24.格闘美（JDスター）
25.LLPW
26.TEAM KURISU
27.EAGLEプロレス
28.SPWF
29.アジアン・スポーツ・プロモーション
30.M's Style
31.CROWN
32.WWS
33.ＡＭＷプロレス
34.ＦＷＦ

35.ＷＭＦ
36.九州求道軍
37.666
38.ターザン後藤一派
39.team OK
40.アパッチプロレス軍
41.PANDRA
42.NPW
43.ＳＧＰ
44.我闘姑娘
45.リキプロ
46.闘龍門Ｘ（ウルティモ・ドラゴン主催興行）
47.PRO-WRESTLING Sapporo
48.水上プロレス
49.ＹＭＢプロモーション
50.プロレスリングFTO
51.DZWハードコアプロレス

・プロレス団体数

2004年 → 101団体
2003年 → 91団体 団体数が増加している



プロレス界のこれから

・今後のプロレス

プロレスの形が変わりつつある

プロレスの多品種少量化

…
・本当に多品種少量化しているのか？

・どのように変化しているのか？



これからの研究

現 在

・プロレス団体の状況調査

・観客の推移の調査

９ 月

・アンケート

・まとめ

１２月
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